
縁
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。 四

、
三
浦
梅
園
と
麻
田
剛
立

小
川
鼎
三
先
生
が
三
浦
梅
園
と
麻
田
剛
立
に
興
味
を
強
く
抱
か
れ
た
の
に
二
人
と
も
同
郷
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
。
梅
園

は
豊
後
国
東
の
富
永
村
に
生
れ
、
麻
田
剛
立
は
先
生
の
生
地
と
同
じ
豊
後
杵
築
に
生
れ
た
。
先
生
は
し
ば
し
ば
中
学
時
代
の
恩
師
に
つ
い
て
語

ら
れ
た
が
、
中
で
も
杵
築
中
学
在
学
時
代
の
校
長
藤
井
専
随
先
生
へ
は
心
底
か
ら
尊
敬
し
て
お
ら
れ
た
。
藤
井
専
随
校
長
の
編
著
『
梅
園
全

集
』
上
下
巻
が
出
版
さ
れ
た
の
は
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
で
あ
る
。
そ
の
翌
年
に
先
生
は
中
学
に
入
学
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
藤
井
校
長
か
ら

郷
土
の
偉
人
三
浦
梅
園
に
つ
い
て
聞
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
１
）

ま
た
、
先
生
の
お
宅
に
は
父
君
が
給
料
の
ほ
と
ん
ど
を
は
た
い
て
購
入
し
た
と
言
い
伝
え
の
あ
る
梅
園
の
詩
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
梅
園
は
先

生
を
最
初
に
惹
き
つ
け
た
郷
土
の
偉
人
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
最
後
も
三
浦
梅
園
で
あ
っ
た
と
は
、
偶
然
と
は
い
え
、
何
か
因

三
浦
梅
園
は
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
の
生
れ
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
十
一
年
後
の
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
に
麻
田
剛
立
が
杵
築
藩
監
郡

の
綾
部
綱
斎
の
第
四
子
に
生
れ
た
。
三
四
歳
で
杵
築
藩
医
と
な
っ
た
が
、
星
学
に
専
心
せ
ん
と
し
て
脱
藩
し
て
、
大
坂
に
逃
れ
て
、
姓
を
麻
田

三
浦
梅
園
の
手
紙
下
）

ｌ
麻
田
剛
立
宛
Ｉ

騨
轤
蒜
罐
弄
一
鑑
需
昭
和
六
十
年
八
月
十
五
日
受
付

酒
井
シ

ヅ
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浦
梅
園
が
出
し
た
書
翰
で
あ
る
Ｃ

手
紙
に
は
「
四
月
十
八
日
」
と
日
付
が
あ
る
が
、
そ
の
年
は
本
文
中
に
、

「
拙
者
も
当
三
月
十
五
日
従
二
木
下
左
衛
門
尉
様
一
不
二
存
寄
一
麻
地
酒
一
樽
御
恩
賜
雌
し
有
奉
レ
存
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
安
永
四
年
と
推
定
し
た
。

マ
マ

つ
ま
り
、
梅
園
の
年
譜
の
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
項
に
「
こ
の
年
三
月
十
五
日
日
出
侯
に
謁
し
麻
池
酒
を
賜
は
る
詩
あ
り
」
と
記
す
。
手

紙
で
も
同
じ
月
日
に
梅
園
が
木
下
侯
か
ら
麻
地
酒
を
貰
っ
た
こ
と
を
記
す
。

（
５
）

『
梅
園
詩
集
』
に
載
る
安
永
四
年
に
作
っ
た
詩
の
中
に
「
日
出
侯
賜
豚
酒
」
と
題
す
る
詩
が
載
る
。

あ
る
。

に
替
え
た
。
安
永
一
年
（
一
七
七
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。
時
に
三
九
歳
で
あ
っ
た
。

大
坂
で
の
剛
立
は
懐
徳
書
院
の
中
井
竹
山
、
履
軒
兄
弟
と
き
わ
め
て
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
特
に
履
軒
は
剛
立
と
日
常
生
活
は
無
論
の
こ

と
、
学
問
の
面
で
も
深
く
付
合
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
二
年
、
そ
の
証
拠
の
一
つ
を
小
川
先
生
が
見
つ
け
て
、
中
井
履
軒
の
『
越
狙
弄
筆
』
の

（
２
）
（
３
）

序
文
に
出
て
く
る
「
豊
国
麻
子
」
が
豊
後
国
麻
田
剛
立
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
安
永
二
年
、
解
体
新
書
出
版
の
前
年

に
書
か
れ
た
『
越
狙
弄
筆
』
は
、
麻
田
剛
立
が
行
っ
た
解
剖
の
所
見
を
中
井
履
軒
が
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で

安
永
四
年
は
梅
園
が
五
三
歳
で
あ
り
、
剛
立
が
四
二
歳
で
あ
っ
た
。
剛
立
が
大
坂
に
出
て
三
年
目
の
年
で
あ
る
。

（
叩
。
）
（
川
五
）

三
浦
梅
園
の
『
造
物
余
潭
』
も
ま
た
、
小
川
先
生
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
所
が
多
か
っ
た
。

こ
の
手
紙
は
大
坂
に
住
む
麻
田
剛
立
に
あ
て
て
、
豊
後
国
国
東
半
島
の
両
子
山
の
麓
、
富
永
村
（
大
分
県
東
国
東
郡
安
岐
町
富
永
）
に
住
む
三

２
麻
田
剛
立
の
家
族

五
、
手
紙

１
書
か
れ
た
年
の
同
定

手
紙
の
内
容
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手
紙
で
は
、
ま
ず
、
剛
立
の
近
況
を
尋
ね
て
い
る
。

「
春
時
御
持
惹
御
発
不
に
被
し
成
夏
を
も
御
迎
被
レ
成
候
哉
承
度
奉
レ
存
候
」

剛
立
が
春
に
持
病
が
出
る
こ
と
な
く
夏
を
迎
え
た
か
と
い
う
の
は
、
剛
立
に
持
病
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
次
に

「
拙
者
も
此
間
御
城
下
へ
罷
出
候
御
両
家
様
御
安
健
被
レ
成
御
坐
候
被
し
動
二
貴
念
｝
間
敷
候
」

と
あ
り
、
梅
園
が
杵
築
の
城
下
へ
出
か
け
た
こ
と
、
御
両
家
と
も
変
わ
り
が
な
い
か
ら
心
配
は
い
ら
な
い
と
記
す
。
御
両
家
が
何
処
で
あ
る
か

は
こ
れ
か
ら
だ
け
で
は
解
ら
な
い
が
、
脱
藩
し
た
剛
立
に
と
っ
て
気
掛
り
に
な
る
の
は
郷
里
杵
築
に
住
む
身
内
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

麻
田
剛
立
の
父
綾
部
舸
斎
は
寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
に
亡
く
な
り
、
こ
の
年
は
す
で
に
い
な
い
。
家
督
は
長
兄
妥
胤
（
字
が
伊
承
）
が
継
い

で
い
た
。
伊
承
は
梅
園
よ
り
四
歳
年
長
で
あ
り
、
梅
園
が
綱
斎
に
師
事
し
た
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
か
ら
交
友
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
妥

胤
が
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
亡
く
な
る
ま
で
続
き
、
亡
く
な
っ
た
時
に
梅
園
は
「
本
藩
監
郡
綾
伊
承
君
諒
議
」
な
る
詩
文
を
作
っ
た
。

お
そ
ら
く
梅
園
は
、
城
下
、
即
ち
、
杵
築
に
出
た
と
き
、
伊
承
を
必
ず
訪
ね
た
で
あ
ろ
う
。

３
中
井
竹
山
・
履
軒
兄
弟
と
梅
園
の
交
流

「
先
達
而
は
以
二
御
紹
介
一
中
井
先
生
遂
二
文
通
一
恭
奉
レ
存
候
其
後
早
速
御
両
所
様
共
に
書
状
指
上
申
度
奉
レ
存
候
処
近
親
病
人
有
し
之
終

快
復
不
し
仕
彼
是
奉
レ
失
二
本
意
一
御
寛
恕
猶
又
中
井
君
に
も
可
レ
然
奉
レ
頼
候
中
井
言
よ
り
不
二
存
寄
一
両
品
御
嘉
贈
御
厚
志
過
分
之
至
何
分
御

序
宜
敷
御
挨
拶
可
し
被
し
下
候
」

と
あ
る
。
こ
こ
に
梅
園
と
中
井
竹
山
・
履
軒
の
兄
弟
と
の
関
係
を
知
る
重
要
な
記
述
を
み
る
。
す
で
に
二
人
と
梅
園
の
交
友
が
あ
っ
た
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
た
が
、
い
つ
知
り
合
っ
た
か
は
こ
れ
ま
で
分
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
手
紙
に
そ
れ
を
解
く
鍵
が
あ
る
。

手
紙
に
は
「
中
井
先
生
」
と
「
中
井
君
」
を
書
き
分
け
て
い
る
。
中
井
先
生
が
兄
竹
山
（
一
七
三
○
’
一
八
○
四
）
で
あ
っ
て
、
中
井
君
を
弟

履
軒
（
一
七
三
二
’
一
八
一
七
）
で
あ
る
と
み
な
す
と
、
先
の
文
面
で
は
梅
園
が
剛
立
の
紹
介
で
文
通
を
遂
げ
た
の
は
中
井
竹
山
と
な
り
、
安
永

四
年
（
一
七
七
五
）
こ
の
年
に
お
互
い
に
知
り
合
っ
た
こ
と
に
な
る
。

f
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妥
当
だ
と
思
う
。

こ
の
手
紙
で
小
野
精
一
は
中
井
徳
二
を
竹
山
と
し
た
が
、
徳
二
は
履
軒
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
履
軒
が
こ
の
手
紙
の
中
で

「
四
月
十
九
日
の
．
…
・
・
客
年
非
薄
の
品
差
上
候
処
御
丁
寧
御
謝
辞
不
堪
漸
灌
候
」
と
い
う
の
は
、
梅
園
の
剛
立
宛
の
手
紙
で
「
中
井
君
よ
り

不
存
寄
両
品
御
嘉
贈
御
厚
志
過
分
之
至
…
。
：
」
と
感
謝
し
、
つ
い
で
「
乍
延
引
中
井
君
へ
書
状
又
々
指
上
候
」
と
い
う
記
事
と
符
合
す
る
。
梅

園
は
剛
立
に
宛
て
て
手
紙
を
書
い
た
翌
日
、
即
ち
、
四
月
十
九
日
に
履
軒
へ
も
手
紙
を
書
い
た
。
こ
れ
を
肯
定
す
る
と
、
履
軒
の
手
紙
に
客

年
、
贈
物
を
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
梅
園
と
履
軒
は
安
永
四
年
の
一
年
前
に
は
す
で
に
知
り
合
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
梅
園
の
剛
立
宛
の
手
紙
に
は
、
「
中
井
君
」
と
記
す
文
面
は
前
記
の
も
の
の
他
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

「
中
井
君
詩
も
御
好
被
レ
成
候
哉
強
而
御
好
不
レ
被
し
成
候
哉
若
御
好
被
レ
成
候
も
折
節
御
吟
啄
も
御
坐
候
は
御
中
間
に
御
書
付
御
見
せ
可
し

●
●
●
●

被
し
下
候
且
御
同
人
様
へ
初
相
識
謝
意
奉
レ
存
候
左
一
一
申
段
御
序
に
御
聞
可
レ
被
し
下
候
」
（
・
・
・
は
筆
者
加
筆
）

こ
の
文
面
で
中
井
君
を
履
軒
と
す
る
と
、
梅
園
は
履
軒
が
詩
作
を
好
む
か
否
か
を
尋
ね
て
い
る
。
ま
だ
履
軒
と
そ
れ
ほ
ど
親
し
く
な
い
と
い

え
る
。
す
る
と
、
梅
園
が
知
り
合
っ
た
の
は
、
八
月
十
一
日
付
の
履
軒
の
手
紙
で
推
測
し
た
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が

秋
暑
尚
烈
萬
自
重
恐
僅
謹
言

一
方
、
中
井
君
を
履
軒
と
す
る
と
、
履
軒
か
ら
贈
り
物
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
こ
れ
と
符
合
す
る
手
紙
が
小
野
精
一
著
『
三
浦
梅
園
書
簡

集
』
に
載
る
。
中
井
徳
二
か
ら
梅
園
に
宛
て
た
手
紙
で
あ
る
。
そ
の
手
紙
を
こ
こ
に
転
載
す
る
。

「
四
月
十
九
日
の
高
教
辱
く
拝
読
仕
候
先
以
経
帷
益
御
清
勝
珍
重
奉
存
候
客
年
非
薄
の
品
差
上
候
処
御
丁
寧
御
謝
辞
不
堪
漸
催
候
先

頃
綾
宰
君
御
上
都
度
々
得
接
清
晤
毎
度
御
噂
承
申
候
無
程
歌
轆
駒
可
申
候
此
地
の
事
お
序
御
聞
可
被
下
候
暑
中
諸
事
伽
廃
尊
答

甚
及
延
引
候
此
段
被
教
海
容
候
於
当
地
御
用
之
義
御
座
候
節
者
無
御
隔
意
可
被
仰
下
候
随
身
相
応
の
義
一
一
御
座
候
は
坐
斡
旋
可
仕
候

三
浦
安
貞
様
」

八
月
十
一
日

中
井
徳
二
（
花
押
）
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「
中
井
氏
初
女
孝
状
従
二
姉
子
様
一
相
達
落
手
以
二
御
深
志
一
彼
者
之
孝
終
始
不
朽
之
事
欣
幸
不
し
過
し
之
一
候
乍
レ
不
し
存
御
文
章
筆
力
驚
入

奉
レ
存
候
」
と
初
女
に
つ
い
て
記
す
。
「
初
女
孝
状
」
と
は
い
ま
で
も
杵
築
の
孝
子
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
り
、
三
浦
梅
園
の
『
愉
腕
録
』

に
載
る
。
本
書
は
梅
園
が
子
女
教
訓
の
た
め
三
八
名
の
忠
臣
、
孝
女
、
貞
婦
な
ど
を
選
ん
で
編
集
し
た
本
で
あ
り
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

（
６
）

に
脱
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
初
女
に
つ
い
て
は
そ
の
下
巻
に
「
紺
屋
町
は
っ
」
と
題
し
て
、
そ
の
孝
状
を
詳
し
く
記
す
。
そ
の
文
中
に
中
井
竹

山
と
こ
の
孝
女
の
関
わ
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

や
す
た
れ

「
郡
監
綾
部
妥
胤
華
名
文
右
衛
門
は
は
つ
が
久
し
く
つ
か
へ
し
主
人
な
り
妥
胤
安
永
丙
甲
の
冬
国
の
事
有
て
大
坂
に
ゆ
か
れ
し
に
大

坂
学
校
懐
徳
堂
の
教
授
中
井
竹
山
先
生
よ
り
か
の
初
女
に
贈
物
有
て
其
事
を
嘉
し
ら
れ
た
り
そ
れ
を
謝
す
る
と
て
初
手
拭
ひ
と
つ
妥
胤
の
便

に
託
し
て
か
の
先
生
に
造
し
け
る
先
生
孝
子
の
贈
物
と
て
大
に
悦
明
て
正
月
廿
日
其
家
の
節
会
と
て
親
族
旧
識
門
人
な
ど
百
数
十
人
集
り

文
ょ
承
詩
作
り
酒
な
ど
た
う
べ
て
遊
ぶ
こ
と
な
り
し
に
其
日
の
手
水
場
に
は
山
城
な
る
川
島
村
儀
兵
衛
が
家
の
竹
に
て
手
拭
か
け
を
作

り
か
の
て
の
ぐ
ひ
に
自
ら
豊
後
杵
築
孝
女
初
手
製
と
書
て
か
け
た
り
妥
胤
も
其
日
の
賓
に
預
れ
り
竹
山
衆
賓
を
揖
し
、
か
の
脱
架
を
し

め
し
是
み
な
孝
子
の
贈
物
な
り
殊
に
け
ふ
の
賓
妥
胤
は
孝
子
の
み
や
づ
か
へ
し
主
人
な
り
い
ざ
よ
り
て
ま
の
あ
た
り
其
孝
状
を
聞
給
へ

と
有
し
か
ば
満
堂
の
衆
賓
ま
ど
居
し
て
こ
れ
を
き
き
皆
嘆
称
せ
し
は
ま
た
孝
女
の
栄
に
あ
ら
ず
や
…
…
」

こ
こ
で
記
す
綾
部
妥
胤
（
伊
承
）
が
大
坂
に
出
た
年
、
安
永
丙
申
は
五
年
で
あ
る
。
従
っ
て
、
梅
園
の
剛
立
に
宛
て
て
出
し
た
手
紙
の
翌
年

に
な
る
。

ま
た
、

承
申
候
．

手
…
：
．

４

手
紙
に
は

L一

先
に
引
用
し
た
八
月
十
一
日
付
の
梅
園
宛
の
履
軒
の
手
紙
に
「
先
頃
綾
宰
君
（
綾
部
妥
胤
）
御
上
都
度
々
得
接
清
晤
毎
度
御
噂

：
。
」
と
あ
り
、
綾
部
妥
胤
が
安
永
四
年
に
も
大
坂
に
行
っ
た
こ
と
を
記
す
。
梅
園
の
手
紙
に
「
中
井
氏
初
女
孝
状
従
姉
子
様
相
達
落

と
い
う
こ
と
を
合
せ
考
え
る
と
、
初
女
の
孝
状
を
知
っ
た
中
井
竹
山
が
安
永
四
年
そ
れ
を
文
章
に
作
り
、
ま
た
初
女
の
主
人
綾
部
妥

孝
女
初
女
、
浄
国
寺
の
件

539 （77）



胤
に
初
女
へ
の
贈
物
を
託
し
た
の
で
、
そ
れ
に
感
謝
し
た
初
女
が
、
安
永
五
年
の
冬
、
大
坂
に
行
く
主
人
に
中
井
竹
山
へ
と
手
拭
を
託
し
た
。

竹
山
は
そ
の
手
拭
に
「
豊
後
杵
築
孝
女
初
手
製
」
と
書
い
て
、
翌
六
年
正
月
に
竹
山
の
宅
に
集
っ
た
客
に
披
露
し
た
と
な
る
。

現
在
の
杵
築
市
の
城
趾
に
「
孝
女
初
」
の
碑
が
建
つ
。

梅
園
の
剛
立
宛
の
手
紙
に
は
「
姉
子
様
御
物
語
に
て
承
候
へ
は
和
吉
心
底
ち
と
拙
者
書
付
上
候
と
は
相
違
も
御
座
候
趣
に
も
。
：
…
且
又
和
吉

宅
に
帰
申
候
後
老
婆
や
と
ひ
初
女
を
宅
に
置
時
分
〈
他
家
一
一
宿
し
合
薔
に
到
候
事
ミ
ヘ
不
し
申
候
。
．
…
・
」
と
あ
る
。

和
吉
と
は
初
の
夫
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
竹
山
が
ひ
ど
く
感
心
し
た
孝
女
初
と
は
、
七
歳
か
八
歳
で
病
身
の
老
母
を
養
う
た
め
に
行
商
し
、

十
歳
で
機
を
織
り
、
他
人
の
着
物
を
縫
っ
て
薬
代
を
か
せ
ぎ
、
孝
を
尽
し
た
。
そ
の
孝
状
が
君
公
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
十
六
歳
の
と
き
に

恩
賞
を
受
け
た
。
母
の
亡
き
あ
と
、
定
七
に
息
子
和
吉
の
嫁
に
と
望
ま
れ
た
が
、
和
吉
は
放
蕩
の
限
り
を
尽
し
、
家
に
も
寄
り
つ
か
な
か
っ

た
。
明
和
五
年
、
定
七
は
病
に
倒
れ
、
寝
た
切
り
に
な
っ
た
が
、
初
は
親
と
同
様
に
仕
え
、
亡
く
な
る
と
法
事
一
切
を
と
ど
こ
お
り
な
く
済
ま

せ
、
宮
仕
え
の
身
と
な
っ
た
が
、
安
永
三
年
七
月
、
和
吉
が
郷
里
に
戻
り
、
悔
い
改
め
、
初
に
詫
び
、
そ
の
年
の
暮
、
人
の
は
か
ら
ひ
で
和
吉

と
初
は
結
婚
し
、
仲
む
つ
ま
じ
い
生
活
を
送
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

『
愉
腕
録
』
に
は
こ
の
手
紙
文
と
同
様
に

「
和
吉
そ
の
身
は
ち
な
み
の
か
た
に
宿
し
、
其
宅
に
初
を
置
き
老
女
や
と
ひ
、
す
ま
さ
せ
人
取
結
び
す
す
め
け
れ
ど
も
は
る
ば
る
の
道

か
へ
る
は
親
追
薦
の
為
な
る
ぞ
そ
れ
を
置
て
い
か
で
身
を
置
て
い
か
で
身
を
や
す
く
す
る
営
す
べ
き
と
て
昼
は
通
ひ
て
家
の
取
つ
く
る
ひ

し
夜
は
ち
な
み
の
方
に
帰
り
仏
事
つ
と
め
．
…
：
」

と
、
和
吉
が
無
頼
の
身
を
改
め
家
業
を
立
て
直
そ
う
と
心
し
て
か
ら
の
こ
と
を
記
す
。

手
紙
は
さ
ら
に
安
岐
国
浄
国
寺
の
事
件
に
つ
い
て
「
安
岐
浄
国
寺
往
昔
長
昌
寺
と
公
訴
の
節
遠
嶋
之
師
其
弟
子
の
僧
以
孝
心
師

（
７
）

の
僧
得
赦
而
帰
候
一
件
と
く
よ
り
吟
味
仕
候
得
と
も
委
細
わ
か
り
不
申
候
」
と
記
す
。
こ
の
話
は
『
愉
腕
録
』
上
巻
の
最
初
に
載
る
。
こ
の
話

の
僧
得
赦
而
帰
候
一
件
と
く
』

の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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６
梅
園
の
著
作
と
手
紙
と
の
関
係

梅
園
の
代
表
的
な
著
書
は
『
玄
語
』
『
贄
語
』
『
敢
語
』
の
三
部
作
で
あ
る
が
、
こ
の
手
紙
が
書
か
れ
た
安
永
四
年
は
三
害
と
も
い
ち
お
う
の

完
成
を
み
て
『
敢
語
』
が
出
版
に
付
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

梅
園
の
思
想
は
独
創
に
豊
み
、
難
解
な
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
文
字
の
読
み
方
も
独
特
な
も
の
が
あ
っ
た
。
『
梅
園
読
法
』
は
安
永
二
年

（
９
）

（
一
七
七
三
）
梅
園
塾
の
門
人
池
部
子
昌
の
た
め
に
作
っ
た
音
韻
の
本
で
あ
る
。
そ
の
中
で
不
の
字
の
読
象
方
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
手
紙
は
そ

れ
か
ら
二
年
後
、
中
井
兄
弟
と
知
己
に
な
っ
た
機
会
に
不
の
発
音
の
疑
問
を
匡
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

安
岐
の
浄
国
寺
の
六
世
卓
誉
と
い
う
人
が
、
安
岐
と
杵
築
の
間
の
地
、
守
江
に
あ
る
潮
音
庵
の
所
属
を
巡
っ
て
杵
築
の
長
昌
寺
と
争
っ
た
。

結
局
、
卓
誉
に
非
が
あ
る
と
決
り
、
卓
誉
は
八
丈
島
に
流
さ
れ
た
。
そ
れ
を
弟
子
卓
栄
は
悲
し
桑
、
幕
府
に
師
を
帰
し
て
呉
れ
と
日
参
し
た

が
、
そ
れ
が
十
六
年
も
続
き
、
つ
い
に
幕
府
は
決
定
を
く
つ
が
え
し
て
、
卓
誉
を
許
し
た
と
い
う
。
卓
栄
は
そ
の
後
、
下
総
古
河
の
十
念
寺
を

与
え
ら
れ
、
そ
こ
の
中
興
の
祖
と
な
り
、
享
保
六
年
（
一
七
一
二
）
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

手
紙
で
そ
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
と
あ
る
が
、
『
愉
碗
録
』
で
は
こ
の
事
件
を
詳
し
く
述
べ
る
。
『
愉
腕
録
』
二
巻
は
天
明
八
年
（
一
七
八
三
）

に
脱
稿
し
て
い
る
。
こ
の
手
紙
の
後
で
詳
細
に
つ
い
て
知
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

て
、
こ
の
近
親
の
不
幸
は
寺
島
家
の
｝

園
よ
り
六
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

に
脱
稿
し
て
い
る
。
こ
の
手

５
梅
園
の
家
族

梅
園
の
手
紙
に
は
こ
の
年
の
春
、
近
親
に
不
幸
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。

（
８
）

「
梅
園
詩
稿
」
の
安
永
四
年
の
作
品
に
「
三
年
晦
日
舅
氏
宅
」
と
題
す
る
次
の
詩
が
あ
る
。

「
地
下
人
間
路
不
同
。
空
追
胡
蝶
送
東
風
。
烏
啼
花
散
春
如
夢
。
無
限
傷
心
落
照
中
。
」

梅
園
の
伝
記
で
は
妻
に
つ
い
て
の
記
述
が
少
な
い
。
梅
園
は
三
度
、
妻
を
要
っ
た
が
、
こ
の
時
の
妻
は
寺
島
氏
、
つ
な
女
で
あ
る
。
従
っ

、
こ
の
近
親
の
不
幸
は
寺
島
家
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
な
は
梅
園
の
遺
言
書
に
玉
樹
と
記
す
人
物
で
あ
る
が
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
梅
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で
あ
る
こ
と
、
こ
の
手
紙
か
ら
中
井
坐

立
が
と
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

が
こ
の
手
紙
か
ら
わ
か
る
。

手
紙
で
は
こ
の
他
、
阿
奉

フ
フ
フ

「
不
之
字
天
下
通
し
候
て
漢
呉
を
わ
か
た
す
音
フ
ト
読
申
候
不
仁
不
庭
不
義
な
ど
の
類
に
て
御
座
候
。
ズ
ト
読
候
処
の
不
の
字
と
音
正
音

い
つ
れ
に
御
座
候
や
承
度
奉
レ
存
候
」
と
中
井
履
軒
に
尋
ね
て
く
れ
と
頼
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
梅
園
塾
で
再
三
論
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
梅
園
読
法
」
の
巻
末
に
門
人
長
田
俊
卿
が
京
都
で
竜
野
草
盧
に
こ
の
問
題
を
質
問

し
て
得
た
回
答
と
今
堀
周
左
衛
門
の
回
答
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
加
筆
は
安
永
九
年
（
一
八
八
○
）
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

梅
園
は
若
い
頃
か
ら
詩
作
を
行
い
、
そ
れ
は
『
独
嚥
集
』
（
一
七
歳
か
ら
一
二
歳
ま
で
の
作
品
一
○
○
首
）
、
『
春
遊
草
』
（
五
九
歳
の
時
の
紀
行
詩
集

二
七
首
）
、
「
梅
園
詩
集
』
（
一
三
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
作
品
三
七
六
首
）
、
『
詩
園
詩
稿
』
（
前
記
の
著
作
に
載
る
も
の
以
外
の
詩
稿
を
藤
井
専
随
が
年
代
順

に
並
べ
た
も
の
、
九
三
○
首
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
手
紙
に
よ
る
と
「
詩
法
去
年
少
々
考
示
申
候
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

に
明
ら
か
に
さ
れ
た
梅
園
の
事
績
に
は
、
安
永
三
年
に
こ
の
手
紙
に
該
当
す
る
も
の
が
見
当
ら
な
い
。

詩
法
を
説
い
た
も
の
に
『
詩
轍
』
（
六
巻
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
出
版
さ
れ
た
の
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
序
文
を
日

出
藩
文
学
喬
維
嶽
が
天
明
一
年
（
一
七
八
一
）
に
作
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
そ
の
稿
を
安
永
三
年
頃
か
ら
書
き
起
し
た
可
能
性
は
あ
る
。

参
考
文
献
と
し
て
「
三
家
詩
話
東
人
詩
話
詩
林
広
記
詩
法
入
門
詩
人
玉
屑
部
玄
敬
詩
話
詩
藪
庖
言
」
を
持
っ
て
い
た
こ
と

手
紙
で
は
こ
の
他
、
阿
藺
陀
真
図
や
西
洋
暦
害
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
梅
園
が
西
洋
天
文
、
地
理
、
医
学
の
知
識
を
剛
立
を
介
し
て
得
て

い
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
手
紙
も
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

六
、
ま
と
め

三
浦
梅
園
の
麻
田
剛
立
宛
の
手
紙
を
小
川
鼎
三
先
生
が
亡
く
な
る
直
前
に
入
手
さ
れ
た
。
本
稿
で
こ
れ
が
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
も
の

あ
る
こ
と
、
こ
の
手
紙
か
ら
中
井
竹
山
、
履
軒
と
三
浦
梅
園
と
が
知
り
合
っ
た
時
期
が
安
永
三
、
四
年
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
仲
介
を
麻
田
剛
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ま
た
、
梅
園
が
『
愉
腕
録
』
に
載
せ
た
事
例
を
こ
の
時
期
か
ら
注
目
し
て
い
た
こ
と
、
詩
法
の
著
作
に
安
永
三
年
か
ら
か
か
っ
て
い
た
こ
と

等
、
こ
れ
ま
で
の
梅
園
の
伝
記
に
触
れ
て
な
い
い
く
つ
か
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

三
浦
梅
園
の
手
紙
（
上
）
正
誤
表

三
十
一
巻
一
号
三
、
手
紙
文

一
二
七
頁

行

正
始

７

誤
御
深
志
彼
者
之
孝
終
托

正
卑

９

誤
是
等
も
早
賤
不
学
之
人

１
正
師

１
誤
遠
嶋
之
時

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

文
献
お
よ
び
参
照

「
述
志
井
序
」
、
梅
園
全
集
巻
之
下
六
八
八
、
ｌ
九
頁
に
全
文
が
載
る
が
、
４
ヶ
所
に
誤
植
が
あ
る
。

小
川
鼎
三
麻
田
剛
立
の
事
蹟
脳
神
経
領
域
一
○
号
八
五
’
九
二
頁
昭
和
二
六
年

医
学
古
典
集
『
造
物
余
謹
』
『
越
狙
弄
筆
』
解
説
小
川
鼎
三
昭
和
三
三
年

小
川
鼎
三
三
浦
梅
園
の
「
造
物
余
謹
」
に
就
て
日
本
医
史
学
雑
誌
一
三
○
九
号
二
六
七
’
二
七
八

『
梅
園
全
集
』
下
巻
六
七
九
頁
大
正
一
年

『
梅
園
全
集
』
下
巻
六
七
十

同
右
二
二
四
’
二
三
三
頁

同
右
一
八
一
’
一
八
六
頁

同
右
一
八
一
Ｊ
」
一

同
右
七
一
○
頁

同
右
三
四
二
’
一
一

三
四
二
１
．
三
四
七
頁

４
正
も
を
所

●
●

●

１
誤
思
召
し
候
様
に
御
物
語
と
も
承
候
品

被

…
御
慎
言
為
成
候

一
二
八
頁正

歎

２

●

誤
御
坐
候
は

正
詩
林
広
記
詩
法
入
門

５

誤
詩
杯
広
記
詩
法
人
門

1110 86

誤正誤正誤正 誤正

昭
和
一
七
年玄

と

●

●

都
其
敬
…
…
詩
話
類
之
揚
詩
法

向

任
御
心
安
御
沙
汰

す
た
り
不
申
お
こ
り
不
申
在
中

す
た
り
不
申
在
中

造
上

●

験
造
進
上
申
仕
候
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守
寺
の

ALetterofBaienMiura,aPhilosopher-doctor

bv
●

ShizuSAKAW

BaienMiura(1713-89)wasaveryexcellentphilosopherandphysician.HewasborninTominaga,

nearKitsukicityofOoitaprefbctureandspentmostofhislifethere・Hestudiedmedicineandphilo-

sophybyhimselfHowever,hehadrelationswithmanyfiFiendsbyletters.Recentlylfbundaletter

whichnobodvnoticed.
′

ThisletterwaswrittentoGoryuAsada,whowasborninKitsukiandlivedinOsaka・Miurawas

usedtoaskhimmanyquestionsonanatomyandastronomy・Inthisletterheaskedsomequestions

onastronomy・Moreover,thislettershowedwhoandwhenmadeMiuraacquaintedwithNakai'sbro-

thers,whowerefamousphilosophersandgaveagreatinfluenceonhim.

Thisletterwaswrittenonl4thofAprilwithoutyear.Astheresultofmyresearchofthecontent

ofthisletterandtherelatedrecords，itwasdeclearedthatMiurawasintroducedtoNakaibvAsadain
'

1774.

（
因
め
）


